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 町長

調査を進め、指定に向けて
準備をしたい

大規模指定既存集落の指定を受け、市街
化調整区域の開発で人口減少に歯止めを

宇
津
木
治
宣

グラウンドゴルフで健康増進

こ
ん
な
議
案
を
審
議
し
ま
し
た

そ
こ
が
聞
き
た
い
一
般
質
問

委
員
会
の
う
ご
き

そ
の
他

質

問

周
辺
市
は
、
合
併
後
の
編
入

地
域
の
都
市
計
画
の
線
引
き

を
見
送
っ
て
い
る
。
中
核
市
と
し
て

の
権
限
を
生
か
し
、
調
整
区
域
の
開

発
を
進
め
て
い
る
。
こ
れ
で
は
、
都

市
間
競
争
に
お
く
れ
を
と
っ
て
し
ま

う
。
そ
こ
で
玉
村
町
は
、「
大
規
模
指

定
既
存
集
落
の
指
定
を
受
け
、
市
街

化
調
整
区
域
の
開
発
の
道
を
開
き
、

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
」
と
提
唱
す

る
が
。

答

弁

町
長

　
既
成
市
街
地
編
入
を

検
討
し
た
が
可
能
性
は
な

い
。
大
規
模
指
定
既
存
集
落
の
指
定

で
あ
れ
ば
、
基
準
に
該
当
す
る
可
能

性
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　
こ
の
制
度
を
運
用
す
る
た
め
に
は
、

県
が
集
落
を
指
定
す
る
こ
と
が
必
要

だ
。
今
後
は
、
詳
細
な
調
査
を
進
め
、

指
定
に
向
け
て
準
備
を
進
め
た
い
。

質

問

大
規
模
指
定
既
存
集
落
の
指

定
は
、
学
校
区
や
旧
町
村
単

位
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
指
定
を
受

け
る
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
単
位

を
目
指
す
の
か
。

答

弁

都
市
建
設
課
長

　
該
当
地
域

を
広
げ
る
た
め
に
、
各
区
に

あ
る
地
域
公
民
館
や
乗
り
合
い
タ
ク

シ
ー
の
「
た
ま
り
ん
」
の
停
留
所
な

ど
を
単
位
と
し
て
、
県
と
の
協
議
を

進
め
た
い
。

質

問

国
保
広
域
化
は
、
自
治
体
の

役
割
で
あ
る「
福
祉
の
向
上
、

健
康
増
進
」
な
ど
の
最
重
要
な
機
能

が
損
な
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

答

弁

町
長

　
日
本
は
、
誰
も
が
安

心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る

国
民
皆
保
険
制
度
を
実
現
し
て
い
る

が
、
就
労
形
態
の
変
化
や
少
子
高
齢

化
の
進
行
で
厳
し
い
運
営
を
迫
ら
れ

て
い
る
。
将
来
に
わ
た
っ
て
制
度
を

維
持
す
る
に
は
、
何
ら
か
の
制
度
改

革
が
必
要
と
考
え
る
。

　
広
域
化
は
、
財
政
責
任
を
都
道
府

県
に
移
行
し
財
政
基
盤
の
安
定
化
を

図
る
も
の
で
あ
る
。

質

問

国
保
広
域
化
で
自
治
体
本
来

の
健
康
増
進
の
役
割
か
ら
、

給
付
・
徴
収
機
関
と
な
っ
て
し
ま
う
。

　
国
保
税
の
値
上
げ
↓
滞
納
者
増
↓

財
政
難
↓
値
上
げ
、の
悪
循
環
に
な
っ

て
し
ま
う
の
で
は
。

答

弁

町
長

　
ご
指
摘
の
と
お
り
、

広
域
化
に
は
多
く
の
課
題
が

あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。
こ
の

改
革
に
よ
っ
て
、
住
民
福
祉
が
停
滞

ま
た
は
後
退
す
る
こ
と
の
な 

い
よ
う

に
対
応
す
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

○
道
の
駅
開
設
に
伴
う
諸
課
題
に
つ
い

て
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筑
井
あ
け
み

４月にオープンした「まちなか交流館スマイル」

こ
ん
な
議
案
を
審
議
し
ま
し
た

そ
こ
が
聞
き
た
い
一
般
質
問

委
員
会
の
う
ご
き

そ
の
他

質

問

今
年
度
も
折
り
返
し
と
な
っ

た
が
、
力
を
入
れ
た
公
約
を

自
己
採
点
し
て
い
た
だ
い
た
上
で
、

ま
ず
、「
ま
ち
な
か
交
流
館
」
の
活
用

状
況
と
成
果
を
伺
う
。

答

弁

町
長

　「
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
・
ス
マ
イ
ル
」
は
、
４
月

か
ら
７
月
ま
で
で
延
べ
１
４
９
７
名

の
利
用
が
あ
り
、「
ふ
れ
あ
い
の
居
場

所
」
に
つ
い
て
も
、
当
初
の
利
用
時

間
は
、
木
曜
日
の
午
前
10
時
か
ら
正

午
ま
で
だ
っ
た
が
、
７
月
下
旬
よ
り

月
曜
か
ら
金
曜
日
の
午
前
10
時
か
ら

午
後
４
時
ま
で
と
拡
充
し
、
利
用
者

増
に
至
っ
て
い
る
。

質

問

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

整
備
状
況
と
計
画
を
伺
う
。

答

弁

町
長
　
国
で
は
、
住
ま
い
・

医
療
・
介
護
・
予
防
・
生
活

支
援
が
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る
体
制

を
、
団
塊
世
代
が
75
歳
以
上
と
な
る

２
０
２
５
年
を
目
途
に
構
築
を
目
指

し
て
い
る
。
町
で
は
、
ふ
れ
あ
い
の

居
場
所
づ
く
り
を
整
備
し
て
、
将
来

的
に
は
、
要
支
援
１
・
２
と
認
定
さ

れ
た
方
々
の
受
け
皿
と
し
た
い
。
そ

の
た
め
に
、
現
在
の
介
護
給
付
か
ら

地
域
支
援
事
業
へ
の
移
行
を
、
平
成

28
年
か
ら
段
階
的
に
実
施
し
た
い
。

質

問

企
業
立
地
促
進
奨
励
金
制
度

の
利
用
、
企
業
支
援
と
創
業

者
融
資
事
業
の
活
性
化
と
雇
用
拡
大

の
利
用
状
況
を
伺
う
。

答

弁

町
長

　
平
成
26
年
度
は
、
企

業
誘
致
奨
励
金
の
２
企
業
に

約
１
２
０
０
万
円
交
付
し
た
。

質

問

地
方
創
生
事
業
の
町
独
自
の

取
り
組
み
を
伺
う
。

答

弁

町
長

　
消
費
喚
起
事
業
と
し

て
、
町
で
も
プ
レ
ミ
ア
ム
付

き
商
品
券
を
「
た
ま
む
ら
ト
ク
ト
ク

商
品
券
」
の
名
称
で
１
億
５
６
０
０

万
円
、
６
０
０
０
セ
ッ
ト
を
発
行
し

た
。
１
セ
ッ
ト
２
万
円
で
６
０
０
０

円
お
得
と
い
う
こ
と
で
好
評
を
い
た

だ
き
、
抽
選
と
な
っ
た
。

質

問

場
所
を
変
え
て
の
「
た
ま
む

ら
花
火
大
会
」開
催
の
状
況
、

町
民
の
反
応
と
問
題
点
は
。

答

弁

町
長

　
打
ち
上
げ
場
所
の
土

地
所
有
者
や
周
辺
地
区
に
説

明
し
、
協
力
い
た
だ
い
た
。

　
北
部
公
園
の
テ
ン
ト
村
も
大
盛
況

で
、
お
お
む
ね
成
功
だ
っ
た
。

　
後
片
づ
け
も
、
上
福
島
地
区
の
方

や
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
清
掃
の

協
力
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
問
題
点

は
、
雨
天
の
駐
車
場
の
確
保
と
、
終

了
後
の
歩
行
者
対
策
、
ま
た
以
前
か

ら
の
検
討
課
題
で
あ
る
路
上
駐
車
対

策
で
あ
る
。

 町長

施政方針に基づき着実に
事業を実施している

平成27年度施政方針の
その後を伺う




